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、
ア
ン
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，
シ
ア
尤
勒
令
、
ラ
イ
テ
ィ
ア
帝
国
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賃
子
帳
と
並
ん
で
ヵ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
帝
国
料
研
究
の
有
力
な
礎
石

.
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な
っ
て 

い
る
：ロ
ル
シ
：
ュ
帝
国
賃
子
帳
は
、
大

^
八
三
0
ヸ
丨
八
五0
年
に
成
立
し
た
も

(

注
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，，

-
バ

のとされている。一
兀
来
力.ロ
リ
ン
グ
時
代
の
社
会
経
済
^
^
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
決
定
的
な
こ 

と
は
言
い
得
ぬ
が
、
し
か
し
帝
国
料
地
の
.研
究
に
関
し
て
は
聖
界
所
料
を
含
め 

て
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
•
ド
プ
シ
ュ
の
徵
激
な
研
究
以
来
す
で
匕
幾
多
の
労
作
が
時 

代
並
び
：に
地
域
別
に
果
さ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
果
さ
れ
つ
つ
あ
る
。：
し
か
し
口 

ル
シ
ュ
聖
堂
に
双#
さ
れ
た
罾
_

«
チ
_
の
^

^
2^
び
«
罾
に
従
っ
て
問
題
を
，
 

構
成
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
ぅ
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
得
よ
ぅ
か
？

 

‘

右
の
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子
帳
に
述
べ
.ら
れ
て
い
る
料
地
の
所
在
地
は
ロ
ル
シ
ュ
ホ
カ
並
び
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西
方
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左
の
こ
と
き
も
の
で
あ
る。
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右
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賃

子

帳
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資

財

帳

範

例

と

.異
な

力

直

営

地

の

経

営

内

容

に

就

い

て

は

殆

.

ん

ど

語

っ

て

い

な

い

。

し

が

し

こ

の

文

書

は

か

つ

て

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

..リ
ユ 

.ト

.ゲ
が

問

題

に

し

た

力

ロ

リ

ン

グ

時

代
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m
a
n
s
u
s

と

げ

0
&

の

区

別

に

つ
 

い

て

多

く

の
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与

え
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い

る
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ゲ
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u
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u
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ら

れ
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f
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l
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つ
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記
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s
u
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と

tr
o
b
aが
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な

っ

た

意
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い
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が
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大
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主

.
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合
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れ

る

が
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か
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ル
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と
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に

区

別
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っ
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を
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に
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の

も

と

に

あ

り
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M
a
n
e
r
e

 

(
b
l
e
i
b
e
n
)

の

語

源

か

ら

之

を

推

定

し

が

だ

い

と

す

る
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し

か

し

リ

ユ

ト

ゲ

は
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の

よ

う

な

傾

向

は
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e
r
s
f
e
l
d

だ

け

で

ば

な

く

社

会

史

的

に

み

て

力
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リ

 

ン
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時

代

に

ー
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で
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っ̂と

述

べ

て

い

る。
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.か
つ

て

ア

ル

フ

ォ

ン

ス.ド
プ

•シ
ユ
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述

べ

た
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う

に
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繰

返

し
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aM-
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寄
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わ

れ
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取
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S
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H
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立

し

た
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事

情
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が

圧

倒

的

で

あ

り

、

之

に

対

し
d
a
s
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n
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a
u
s
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e
t
a
n
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n
d
^

を

挙

げ

、

m
a
n
s
i

 

は
⑵

フ
ロ
ン
ホ
ッ

フ

へ

の

結

合

農

民

に

貸

与

さ

れ

た

土

敗

(

在

地

)

に

求

め

ら

れ

、

h
o
b
a

は

⑷

.
フ 

.

ロ

ン

ホ

ッ

フ
f l
j

の

外

部

で

®

#

さ

れ

'た

土

地

、

恐

ら

く

⑶

フ

ロ

ン

ホ

ツ

フ

㈱

ム
ロ 

ベ

の

ゆ

る

や

か

な

編

入

で

の

み

.
フ
ロ
..

ソ

ホ

ッ

_.
フ

制

に

服

す

る

(

単

独

の

)

に

も

見

ら

れ

る

と

し

て

い

る

。

そ

の

際

日

a
s
i
,

 

h
u
b
a
e

の

い

ず

れ

も

農

地

附
 

農

屋

敷

を

意

味

す

る

が

m
i
u
s
.

は

ぎ

げ

ロ

ょ

り

も

恐

ら

，く

小

さ

い

と

速

べ
 

.

て

い

る

。

V

リ

H

ト

ゲ

自

身

こ

の

問

題

は

そ

の

後

幾

多

の

論

究

が

行

わ

れ

、

未

だ

不

明

で
 

あ

る

と

謙

虚

に

述

べ

て

い

る

が

U
 

H

ト

ゲ

の

す

ぐ

れ

て

松

会

経

済

的

な

こ

の

見
 

解

が

若

し

正

し

け

れ

ば

中

部

ド

イ

ツ

の

み

な

ら

ず

他

の

ド

イ

ツ

領

域

で

も

こ

の
 

.
こ

と

が

妥

当

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。
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進
文
書
か
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七
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余

の

相

伝

の

地

の
.一
'. 

部

^
ま

り

^

^

^

誶

ぼ

的

ぎ

窃

内

の

ー-つ

の

逋

常

の

小

農

家

敷

人

目

旨.
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司
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文
書
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w
i
d
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g
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s
e

s*o
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れ
る
*/
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内
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作
成.さ
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。
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こ
の
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は
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v
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六
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さ
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ス

ラ

ク

内

の

w
i
d
&
e
r
g
*

既

開

墾

地(
r
o
t
h
u
m
)

を 

交
換
し
又
^
:
^
に
ょ
り
之
を
改
善
す

(
i
n

 

e
o
l
a
b
o
r
a
v
i

 

q
o
u
d

 

(

今

日

のp
a
s
t
o
r
a
t
s
b
e

oq

に
あ
る)

こ
の
開
墾
地
は「

そ
の
い
ず
れ
も
す
で

三
〇

(

四
'七
四)

.

.

 '

に
常
に
耕
地
に.耕
さ
れ
て
お
.り
、

」

フ
ォ
ル
.ク
べ
ル
ド
は
_
人
の
认
ユ
ト
ゲ
ル
に 

■「

そ
の
耕
地
と」

交

換

に「A
l
f
g
o
d
i
n
g
h
o
v
a

 

と̂
呼
ば
れ
るho

v
a
e

 

(
H
u
f
§

)

を」

与
え
た
。.'(

L
a
c
.
1
,
N
r
，
12.)

パ

：
五
、
同
七
九
九
年
の
リ
ラ
ト
ゲ
ル
に
よ
る
こ
の
交
換
の
確
証
が
あ
る
。
文
書

'

の
中
_で
.リ
み
ト
.
.ゲ
ル
は
ま
す
彼
が.
.

「

自
由
貴
人
テ
ガ
シ
バ
ル
ト
が'ら
，.
.
ア
ル

フ
ゴ
テ
ン
ク
ホ
バ
と
呼
ば
れ
る

h
o
v
a

を」

購
入
に
よ
っ
て

取
^
し
た
と
述
べ 

て
い
る
。

つ
い
で
次
の
よ
ぅ
に
つ
づ
け
て
速
べ
て
い
る
。

「

今
ま
た
そ
の
い
ず 

れ
も
つ
ね
に
耕
ざ
れ
て.い
る
耕
地
の
同1
1
0づ̂

を

T
V
i
d
u
b
e
r
g

と

呼
ば
れ 

る
既
開
懇
地
に
対
し
、，
フ
ォ
.
ル
タ
べ
.
ル
ト
'に
与
ぅ
ベ
.
.し…

…
…

但
し
余
リ
ユ
ト 

ゲ

ル

ス

は

そ

のh
o
v
a

に
関
す
る
森
牀
、
水
、
牧

地

、
新
開
地

(
c
o
n
p
r

o.h
e
n
-

 

5?
.
0
1
1
0
3

)

：
に
お
け
る
支@3
権
.(

<
1
0日
1

|
£?
:

0)

を
余
の
権
利
.の
す
ベ
て
の
成 

全
さ
と
と
も
に
余
に
保
留
す
ベ
し
。

」

.

.そ
れ
故
.耕
地
の
み
が
交
換
さ
れ
、
そ
の
内.
 

容

が

附
-̂

し
て
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
る&

&

|

江
0

は
交
換
さ
れ
な
い
。

(
L
a
c
.
1
,
N
r
.
.

-
I
s 

六
、
七
九
七
年
に0
0

&

6甘

が

寄

進

を

し

、
相
侫
の
地
の
三
分
の
一
が
そ 

CD
.
死
後
初
：め
て
ヴ
ェ
ル
デ.ン
修
道
院
に
移
る
こ
と
と
な
る
。

「

し
か
し
こ
の
余 

.

の
相
伝
の
地
の
三
分
の
一
は
三
個
所
に
在
り
、
即

ち
E

I

パ
ー
グ
ス
内
の 

O
c
a
n
n
i

と
呼
ば
れ
る
ヴ：

ィ
ラ
'
で
.
.

l
.
h
o
v
a
,

余
の
■リ
ー
テ
シ
之
を
保
持
す
、 

確

か

に
12
;

0

5̂:
-
を

目
^

パ
ー
グ
ス
内
のH

a
e
r
i

と
呼
ば
れ
る
ヴ
ィ
ラ
で 

他

の

h
o
v
a
,

及
び
同
パ
ー
グ
ス
内
の

H
r
e
n
h
e
r
l

と
呼
ば
れ
る
ヴ
ィ
ラ
に
第 

三

のh
o
'
v
a

 
(

あ
り)

、'
'尙

ま

た
S

W

W

P

O

P
の
近
く
に
マ
.丨
ク
さ
れ
て
い
る
森 

林

の

新

開

地(
C
o
n
p
r
e
h
e
m
s
i
o
s
s
)

と
共
.に
余
の
用
益
し
つ
つあ
る

今
述
べ

ら
れ
た
以
外
の
六
分
の

 

一
：ho

v
a

を
移
譲
す
ベ
，し

。
'—
最
後

に

あ

げ

ら

れ

た

六 

分

の. 一

.
1
1
0
¥
3
,
.
.

は
即
座
..に
修
道
院.の
も
'の
と
な
る
。9
a
e
. 

.
i
"
N
r
，

'3
.:■
■

七
、，
七
九
九
年
に
同

O
p
d
h
e
l
m
:

は

「

相
伝
の
地
の
,'

一
部…

…

即
ち
そ
の
地 

名
が
次
の
如
き
三
個
敗
で
の
三.つ

のh
o
v
a
,

つ
ま
り
.
！sl

o
i
.

パ
ー
グ
ス
内
の- 

o
k
i
l
m
i

 

で
の 

h
o
v
a

 

一
 

つ
、

N
o
r
t
h
t
w
e
a
n
t
i

 

パー

グ
ス
內
の M

a
n
h
e
r
i

.
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で
の
他
の
へ

h
o
Y
?
-
)
、

つ

ま

りM
a
l
h
u
f

 e

 

(
s
e
l
i
h
o
v
a
)
，

同

。ハ
ー
グ
ス
内 

H
a
s
u
n
g
u
m
.
'

で

の

第

三

の
9

0
豸〕

'
.
を
1

，寄
進
す
。
こ
の
寄
進
は
、

「

余

の
. 

生
存
中
、
余
及
び
余
の
愛
妻■ T

h
e
o
l
d
a
:

が
こ
の
■財
産
を
同
聖
堂
で
の
ベ
： 

ネ
，フ
ィ
キ.々
ム
で
用
益
権
行
使
の
条
件
で
所
持
せ
.ん
と
欲
す
る
ょ
ぅ
に.」

と

か

，
 

っ
た
制
限
づ
き
で
行
わ
る
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设0
.

1

,

^

1

:

，
'

1

4

0 

:

八
、w

a
d
o

の
寄
進
は
八
ニ
〇
年
の
も
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で
：あ
る
。

、、ハ

ド

は

r
w
o
r
a
c
t
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パ
ー
グ
ス
内
の；P

e
r
r
i
c
b
e
e
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&
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&
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と
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ば
れ
る
ヴ
ィ
ラ
で
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あ 

ら
ゆ
る
成
全
さ.を
も
っ
て
、
つ
ま
り
土
地
、
^

t
、

草
地
と
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又
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v
a
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附
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す
る
全
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の
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に

…
…

l

r
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難̂

0̂
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0
:

&
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H

e

s

a

p
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河
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流
で
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…

土
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に
対
し
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i
s
f
r
i
d
i
n
g
h
o
v
a

内
の
八
ユ
'
ル
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ル 

と
一
ポ
ソ
ド
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シ
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T
h
i
a
d
i
i
i
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に
#

ぅ
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.
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)尙

ゥ
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ル
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の
賃
子
帳
か
ら
次
の
：も
の
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ざ
れ
る
。

：

.

■, 

ー
〇
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a
d
u
m
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r
,
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s

u

atj
a

b

u

r
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は 

H
i
u
n
i
i
i
a

 

A
J
R
a
p
i
l
a
H
a
h
e
s
i

 

内

のI
k
i
n
g
h
e
n

と

h
o
l
t
g
e
w
e
l
d
i
t
h
i

で

の(

各)

'1
h
o
v
a
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寄
進

ロ
ル
シ
.H

帝
国
賃
子
帳

,

す
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i
u
d
b
u
r
g
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a
t
t
o
r
p
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で1 selihova 

及
び Fliunnia 

で
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h
o
l
t

日
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Ĥ
k

a
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寄
進
す)
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守
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B
i
g
i
l
g
e
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S
u
a
f
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e
n

内
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h
o
v
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(

寄
進
す
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(
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a
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t
r
i
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は

上E
m
b
r
i
l
o
i
l

内
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o
s
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:

び 

F
l
i
u
I
m
i
a
-
g
:
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*

o

n

H

k
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寄
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近
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3
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1
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賃
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げ
ら
れ
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い
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二
、
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B
u
l
d
e
m
)

で Hildisuit 
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そ
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a
n
s
u
s
,

 

つ
ま
りtuedih

o.v
a

と
共
に
：

E
g
i
s
u
u
a
H
d
.

及
び
妻
を
三
人
の
自
由
人
.と
と 

も
に
寄
進
す
。

」
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K
5
'
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.

 43, N
r
，
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三
、
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「
M
a
r
k
u
u
a
r
d

 

■は…
…

.B
o
d
a
.

で
隸
属
民
の
家
族
及
び
九
モ
デ
ィ 

ゥ
ス
の
.
ラ
イ
麦
-%

し
く
は
九
デ
ナ
リ
ゥ
ス.及
び
六
モ
、デ
ィ
ゥ
ス
.
の
大
麦
と
六 

(

モ
デ
.ィ
ゥ
.：-5
の
.燕
麦
を
納
め
るdi

m
i
d
i
a
.
h
o
v
a

 

‘
と
共
に.

.
.
B
e
r
a
h
t
w
i
n
i

 

を
寄
進
す
。F

o
k
k
e

は
.
5
0
1
3
,
1
1
1
:

げ
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^

で
フ
ァ
ミ
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'

ア

及
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i
m
i
d
i
a

 

h
o
v
a

及

び

婿
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o
l
c
b
r
a
h
t

と

共
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a
d
u
w
i
n
i

を
余
の
管
理
人 

H
u
n
f
r
i
d
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…
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w
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エ
デ
ラ
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；ヵ
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ン
グ
時
代
の
経
済
状
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に
関
す
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o
r
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G
e
o
r
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o
n

 

B
e
l
o
w
,

 

K
a
r
l

 

L
a
m
p
r
e
c
h
t

 

等
の
科
学
的
論
淹
の 

批
判
か
.ら
古
い
研
究
が
屢
々
：一
定
の
.考
え
か
ら
出
発
し
て
資
料
を
そ
の
証
拠
と 

.
し
て
引
証
す
るこ
と
か
ら
脱
却
-
%
捉
わ
れ
な
い
資
料
評
価
を
行
ぅ
こ
と
を
念 

願
し
、
七
強
の
資
料
を
拠
点
と
し
な
が
ら
：ま

ず

h
o
v
a

に

就

い

てh
o
v
a
e

 

d
l
e
n
a
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J
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d
i
m
i
d
i
a
e
h
.
o
v
a
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;

 

h
l
o
v
a

 

I
n
t
e
g
r
a

 

と 

h
o
v
a

 

p
l
e
n
a

 

の
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別
、
M
にwelihovae,

と

Oq
e
4o:
l
l
l
i
c
h
e 

■ h
o
v
a
e

 

.の
区
别
を
検
討
し
、

.つ
い
で
"日a

s
u
s
,

 

h
o
v
a
,

 

.
i
r
o
a 

:

の

諸

関

係

：に

つ

い

て

H
a
n
s
s
e
n
,

 

W
a
i
t
z

 
一
 M

e
i
t
z
e
l
l

v.^
w
e
s
e
r

 w
i
t
t
i
o
l
v
.
B
i
c
h
a
r
d

 s
c
h
r

osder, Rudolf- 

H
S
p
k
e

 

等
の
古
典
的
見
解
か
ら
 
'A.

 

D
o
d
s
c
i
v

 P
h
i
l
i
p
p

 H
a
f
n
e
i
y

 K
a
r
l

 

W
e
l
l
e
r
,

w
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G
los
c
k
n
e
>i
E
-
wo.
t
s
c
k
®

J
'
r
i
e
d
x
i
c
h

tr
i
iff
-
e
 

等
の
見 

解
の
検
証
を
と
げ
る
。
と
の
ょ
ぅ
：に
し
；て
.ホ
；：エ
7:
ラ
丨
ト
は
ド
ィ
ッ
諸
地
域
の

.

.

.

.
パ
..'..二
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*
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.

h
o
v
a
,

 m
a
n
s
u
s
,

 

m
a
r
c
a

に
つ
.い

て

の

研

^

状

況

を

潘

察

し

な

が

ら

最

後
 

に
ヵ
0
リ
ン
グ
.末
期
の
ゥ
-.
ル
デ
ン
の
聖
界
グ.ル
ゾ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の■
㈣

：
 

か
ら
次
の
ょ
ぅ
に
結
論
す
る
。

㈠

フ
.丨
フ
工
制
度
は
グ
ル
ン
ト
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
か
ら
行
わ
れ
た
制
度
で
あ

.
る
。
.

-

.

(4h
o
v
a

と
H

p

s

iは
概
念
的
に
区
別
さ
る
ベ
き
で
あ
る
。

h
o
v
a

は

恩

貸

地(
B
e
n
e
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i
a
l
l
a
n
d
)

を
17K
:し
、
日 ansu

-l
f
tは
莊

地(
H
O
A
S
H

丨

d
e
r
e
i
)

を
示
す
。
こ
の
区
別
は
実
に
十
ニ
世
紀
の
扨
頭
に
も
行
わ
れ
る
、

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
.こ
の
主
張
の
正
当
さ
の
決
定
的
な
証
拠
と
な
る
。
'

闫

ヵ

ロ
.リ
ン
グ
時
代
の
末
期.に
、
.ル
丨
>
河
下
流
地
方
の
自
由
貴
人
の
グ,

ル
ン
ト
へ
ル
達
が
、

マ
ル
ク•
又
は
ヮ
ル
ト
.
エ

ベ

ン
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ゲ
ノ
ッ
セ
ン 

(

注
14)

シ
ャ
フ
ト
に
結
合
し
、
林
野
利
用
の
詳
細
な
規
則
を
発
布
し
た

o
そ
の
最 

.
後
の
状
態
か
ら
，ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
更
に
永
い
発
展
が
推
声
さ
れ 

る
，

.

も
し
筆
者
の
誤
読
が
な
け
れ
ば
、
ド
プ
シ
ユ
、
リ
ユ
ト
ゲ
の
.い
わ
ゆ
る
新
領 

主
制
理
論
に
対
し
て
、
ホ
ヱ
デ
ラ
ー
ト
が
カ
ロ
リ
ン
グ
に
お
け
る
へ
ル
シ
ャ
フ

三
ニ 

(

四
七
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ト
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
菊
一
的
研
究
の
端
緒
を
見
出
だ
そ
ぅ
と
す
る
志
向
が
一
九

S
1年
に
あ
ら
わ
れ
た.こ
と
は
注
目
さ
れ
ょ
ぅ
。
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a
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e
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等
の
研
究
方
向
が
ホ

|

デ
ラ
-
卜
に
於
け
る
作
業
評
価
の
参
考
と
し
て 

挙
げ
ら
れ
る
:0
,

.

.

力
.

口
.リ
ン
：ダ
時
代
の
聖
堂
が
ア
イ
ゲ
ン
キ
ル
ヒ
の
性
格
を
も
つ
こ
と
か

,
 

.......
 

,

 

•

ら
こ
'の
時
代
に
果
し
て
ゥ
エ
ル
デ
ン
聖
堂
が
真
に
グ
ル
ン
ト
.へ
ル
シ
ャ
フ
ト
た 

り
得
た
か
の
問
題
を
別
と'し
て
も
、
資
財̂

で
ゆ
ホ
工
デ
ラー

ト
の
/l
r
i ̂

.を
真
向
か
..ら
否
定
す
る
ご
と
く
に

「

ジ
イ
セ
ン
ブ
.ル
.，グ
^
^
院
か
ら
/、へ
ネ
フ
ィ 

キ
ゥ
ム
を
有
す
る.こ
と
明
ら
か
な
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ゥA
保
持
者
に
つ
い
て」

と
の 

上
書
き
の
も
と
で
恩
貸
地
保
持
者
が
す
べ
て
を
保
恃
す
る
ご
と
く 

し
る
し
て
お
り
、
ま
たPh

i
l
i
p
p
e
o
o
l
l
i
n

oqe
r

は
オ
ー
ス
ト
リI
の
後
期 

の
も
の
..で
.あ
る
が
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u
l
g
o

 

■
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b
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(

險
に
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I
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^
1
7

〕

フ
テ
と
呼
.は
れ
る
マン
ス
X)

.の
ニ
文
書
を
あ
げ
て
い
る
。
従
っ
て
欝
帳
範 

例
の
写
本
に
誤
記
又
は
省
略
が
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
マ
ン
ス
ス
が
べ

ネ

フ

ィ

チ 

ア
ル
ラ
ン
.ト
に
か
克
ら
れ
た
こ
と
、
な
お
そ
れ
が
王
又
は
聖
堂
の
大
^
®
に
.関 

す

-̂
)
も
の
で
あ
る
と
し
，て
も
之
等
の
区
別
に
は
重
大
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
明 

記
し
て
お
く
必
要
板
あ
る。

.

尙

こ

こ

で

に

つ

い

て

の
^
建
的
権
利
.内
容
と
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て

考
え
る
時
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
，
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
述
べ
る
ご
と
く
べ
ネ
フ
ィ
キ
ゥ
ム 

は
プ
レ
カ
リ
ア
の

(

直
接
土
地
貸
与
の

)

上
方
に
，發
展
し
た
部

£
：

だ
と
す
れ
ば
、 

h
o
§

^
f
e
u
d
u
m

 

(
A
m
t
s
l
e
h
e
x
o

の
み
な
ら
ず
、

h
o
v
a

に
つ
い
て
の
ベ

(

注S) 

パ
' 

-
t 

(

注
20)

ネ
.フ
ィ
キ
：ゥ
ム
の
プ
レ
..カ
リ
：：ア
：へ
の
後
方
へ
の
霞
も
考
慮
さ
れ
得
ょ
う
具 

^
s

^
^

B-
oqeD-

PJu
s
o
t
n
o
b
i
l
i
s
h
o
m
o
o
E
d
e
l
f
r
e
i
)

や G
o
m
i
t
a

ct-us 

(
c
o
m
e
s
)

に
恩
贷
さ.れ
た
上
紙
の
：ベ
ネ
ブ
ィ
キ
ゥ
ム
と
そ
こ
か
ら

.

Bargil

丨 

d
s 
C
Koi
e,
g
s.H
»
r
e
i
e
w

K

osnigszinser)

が
绝
展
し
允
下
級
の
自
由
民
や 

..半

自

(

.リ
一
'テ
シ
、'
.コ..ロ'
—
■
.ネ

シ
へ
ス
ラi
+
.ヴ
J.
..ン
等

)v

に
.貸
与
さ
れ
た.
 

h
o
v
a

が
こ
の
こ
と
を
沄
し
て
い
る
。
後
者
の
意
味
で
の
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ゥ
ム
の

(

注
20
>

完
成
は
中
世
後
期
に
み
ら
れ
る
。

.

•

 ̂

.
■
..
.
.へ

.

.

.
'
.
:
,
.
.

. 

. 

* 

. 

• 

/

.

.上
述
の
P
.ル
、ソ
ユ
文
書
集
所
収
の
帝
国
賃
子
帳
は
、

.：そ
の
ょ
う
な
問
題
に
対
‘ 

し
..て.い
.が
..な
る
^
!
^
.
を1

ボ
す
.で
あ
ろ
，う
か
.

:
し
か
し
そ
の
さ
い
主
領
地
は.St
r
e
u
u
n
g

を
な
し
て
お
り
、.王
又
'は
王
妃 

•

,.,の
直
^
^
_お
け
る』

0>
'
1
^
3&>
,又
は
日a

n
s
u
s

が
压
倒
的
で
あ
り
、
賃
于 

へ
地
も
1,
ぐ
は
恩
貸
地
が
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
場
合:/
'
逆
に
：碧
が
压
倒
的
な
ヴ 

イ
ヲ
X
は
客a

n
s
i
o
l
&
s

 

•め
地
位
が
改
善
さ
れ
、.

B
a
r

^.l
d
e
n
-
:

のin .

倒 

'.
的
な
開
墾
地
帯
等
で.も」

，e:
2
m
s
s-.
:
.
H
0
v
a

の
.区
別
が
見
ら
れ
ずma

n
s
i

又
-
 

〈

は
.：

h
o
v
a

©,
-,'.-

の
ニ
方
的
な
記
述
が
親
わ
れ
る
亡
も
も
者®
せ^:

ば
な
^
な

巧
^
 : 

':
な
.お
.ま
た
其
の
上
：で
治
の
帝
国
賃
子
帳
に
か
ぎ
っ
て
検
討
す
れ
ば
歴
皮

^
に

章
.

V

て
茁
^

^
叢

を

中

心

と1>
だ
，1
1
1
|
^
_に
あ
ら
>§れ

、
ぎ多

：：

が

.
 

•+

'口
，.ル
シ
ュ.帝

国

賃

チ

帳.'
'

ン
 

V
:
'
.
. 

. 

.

.
'
:
.

日a
n
s
i

の
次
に
：あ
ら
わ
れ
る
と
も
言
い
得
な
い

。

.

'

こ
の
こ
と
は
主
又
は
聖
職
者
や
貴
人
の
寄
進
に
ょ
っ
て
そ
の
料
地
を
拡
大
し 

.

た
ロ
ル
シ
ネ
聖
堂
の
賃
子
帳
垒
体
に
就
い
：て
も
妥
当
し
、
ほ
ぼ
八
世
紀
の
も
の 

.

.
上
み
ち
れ
る
ウ
：千
>
,
.テ
ラ
ウ
及
び
ラ|
ン
ガ
ウ
か
ら
の
古
フ'丨フ
エ
'•

リ
ス
ト 

，
所

収

の

^
H
.

^l
oo
l.
の
文
書
は
す
べ
て

 

ニ
！

n

 villa x

 est h
u
b
a

 

1 in- 

do

 
日in

i
c
a

.cta. e
t

cf
t
e
x
p
i
l
e
s

 

h
u
b
a
e

 x

 ©t 

日ancipia X
、
、

の
こ
と
く 

huva:.

を
も
っ
て
示
し
て
い
る
が
、
七
七
四
年
の
ロ
ブ
デ
ン
ガ
ゥ
の
寄
進
文
書

で
は 

ニ
げo
c est 

目u
m

 

m
a
n
s
u
m
； 

in 

ipso 

1 cuxte

日
，
.
“

…
©
汁 

■
 

'

alio 
的
！

Qansos.:::、

,'*
(
N
r
,

 496.
)

の
ご
と
く
 n

;
l
a
n
s

.g
を
も
つ
て示 

へ
し
て
お
り
、'八
世
紀
ょ
：り
者
の
右
の
フ
ー
フ
エ

'
 

•リ
ス
ト
所
収
の

N
r
.

S6S0 

で
は
、
士 i

a

 R
a
m
p
h
e
i
i
h
e
i
m

 in 

c
u
r
t
e
m

 

per- 

-

c+i
n
e
n
t
' h
u
b
e
i

 seruiles 111 et dimidia:

の
ご
と v

 

huba,

,h
u
b
a

 dimidia.. C

日a
y
s
u
s
)

.

が
共
に
領
主
.の
直
営
地
に
附
厲
し
て
い
る

こ
.

と 

を
明
示
し
て
い
る
 
o
.,
:

■:
•
:

し
か
し
右
の
へ
寄
し
^
卜
の
補
遺
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
ほ
ぼ
八
ニ
三
丨
ー 

. 

ー
0
ー
—-
年
の
%'
-の
.と
み
ら
れ
る̂
2
:
,
3
6

00
3
;で
は
こ
の
地
方
に
お
け
る

h
u
b
a

 

ン
：
の
稔
計-

3
士
一(

内
使
：用
不_
八)〕

並
び
に
同
一
べ
ヴ
ィ
ラ
に
お
け
名

h
u
b
a

 

へ
の
_

を

衆.1
.て
い
る
め.で
'リ
へ
ぅ
ト
デ
の
所
論
を
貫
徹
す
る
場
合
聖
堂
の
直
営 

.:
吡

备

見

に

早

く

に

後

退

し

、；

： s
&
a
n
d

が
-

iiova 

t
糖
し
た
こ
と
も

' 

i

v - 

-

V
推
燥
さ
利
る
。• 

'

、
 

' 

:

:
'

.
条
ら
悴A:
丨
九
世
紀
め
フI
フ
エ
•,
'リ
ス
ト
-2
:
み

ら

れ

る
1

.
所
収
.

のK

イ
シ
河
南
方
の

villa K
o
t
a
h
a

で

は

X

0启

hubis

.
,
.
 

.

.

.
' .
.
.
.
.

-

. 

:

-

. 

V 

» 

.

■
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:, 

:

三111 

_
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四
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M
W 山 T^

D
m
i
rvfca-ba .at'. V

T
T
.
T
I

' 

.
s
e
m
i
I
e
p
:
.
、
；
“
T 

の
.ど
と 
く

s.a
n
s
u
s
.

 

6

1
 

と
い
；？
た
広
汎
な
表
現
が
、
同
文
書
に
お
け
る
ラ
ー
x

i
方

一
 

の b
u
r
s
t
o
r
D
h

 

(
v
i
l
l
a
)

に

お

け

る
:h

&
e
l

 

S

K 

.
c
u
m

 m
a
n
s
i
s

 I
I
H

 

へ
と
い」
っ
た
ょ
り
稀
な
表
現
ど
同
時
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
.
.
.

か
つ
て
リ
ー-エ
ト
ゲ
が
人
，
' 

c
u
m

 m
a
n
c
i
p
i
a

 

2
に
関
-
>てh

u
b
a

t-
.

- 

乂
注
2 2)

m
a

n
c

i
p

i
a

の

相

関

々

係

：と

同

時

に

並

行

関

係

を

問

題

に

し

た

ご

と

く

、
.こ
こ 

で
：も

h
&

a
e

と

日
&

S .
.
;
;の

関

連
'
と

区

別

が

問

題

と

な

ろ

う

。

若

し

そ

ヶ

で

あ

る

と

す

れ

ば力
-

-

ル
.

，'タ
レ
ッ
ク
ナ

ー

が
ご

m
a

n
s

u
s

 

c
u

日

h
u

D "
a
v
v

と

(

注
2 3)

い

づ

た

表
現
の
使
用
は
八—

九
世
紀
に
の
み
起
ると
い

っ

た

一

般

原

則

を
う

.
ち
.
 

出
す
場
合
2
.九
三
六
年)

.こ
の
間
題
は
す
’で
に
リ
ユト
ゲ
.

の
^

M

ハ
一
九
一
一
一
七

, 

:
(

注
24)

.

年)

と
並
行
し
て
確
証
の
：段
階
に
き
て
い
た
と
見
做
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ょ
う
な
事
倩
の
も
と
で
あ
た
か
も
リ
ユ
ト
ゲ
の

w
r
e
v
a
x
i
u
m

 

S
t
,

 

L
&
i

 ::

の
.研
究
を
確
証
す
る
が
、ご'と
く
前
掲
帝
国
賃
子
帳
所
収
の

：N
r
.

 3
6
7
S
I

 

N
r
，
3
6
7
5
.

は
特
に
明
確
に
同. 一/賃
子
記
録
中
に
S:
-S
l
3n
s
u
s
'
と

h
o
v
a

を
区 

別
し
.、
>
{か
か
る
区
別
.の
存
し
な
い
'ヴ
ィ
ラ
で
.のh

o
v
a

 I
n
t
e
g
r
a

と
.

b
o
v
a

 

|

1

&

.の
別
を
明
記
し.て
：い
レ
。
-
:/
■.へ

'

.

た
だ
5
Jで
上
述
の
ご
とv

之
等
の
王
領
地
は' 

M

i

lを
な

し

てお 

り
、
ぃ
そ
の.全
体
と
し
て
.の
分
散
性
に
も
か
か'わ
ら
ず
.フ
ラ
シ
，.ダ
...
フ
ル
：ト.や
ト
.■リ
.■' 

ブ
丨
'ル
附
近
で
は
王
領
服
が
密
集
し
て
お
り.、
そ
こ
：で
は
全
.ヴ
ィ
ラ
が
王
領
に 

所

属

し

，
.て
い
.

た
と
推
定
さ
れる
場
合
.も
あ

.
る
こ
と
'を
：明.
示
，し

.
て
.

お
く
必
要
があ

.

 

る

.0

.
 

..

右
の

3
^
7
3

 

(
u
m

 

d
i
e

 

D
r
e
i
e
i
c
h
)

.
で
は
左
の
ご
と
き
記
述
が
み

三
四

C

四
七
八)

/
ら
れ
る
。
.

.:

.

,

.

d
o Tr

i
b
u
r
e
n
.

.
k
リ
ブー

ル
の
ヴ
ィ
ラ
に
耕
地
一
九
八
ユル

ナ

ー

ル

。

.
:In. F

r
a
n
c
h
e
u
u
r
t

.*
耕
地
四
五
〇
ユ
ル.ナ
ー
ル
。
.草

地

，
四

〇

力

，
ラ
■-
/
ダ 

(

..
W
積

-
現
物
賃
子
、
#
馬
を
納
め
'る
日a

n
s
u
s

 i
n
g
e
n
s
l
i
s
.

G
r
e
o
z
e
s
h
e
i
m
,

 

(
F
r
a
n
k
f
u
r
t

西
方)

.

耕
地一

六
〇

ュ
ル
ナ
-
-ル
。
草 

地
一
五
力
.

ラ
ッ
ダ
。
豚
-—
*
頭
納
め
、
そ
の
他
：の
奉
仕
を
行
ぅ

h
u
b
a

 ia

rt-egra.

GelsteHbach, 

(
M
a
i
n
z

東
方
>
耕
地
八
〇
.ュ
ル
ナ
ー
ル
。
豚
と
上
記
の 

よ
ぅ
に
他
の
■奉
仕
を
納
め
る.
’

h
u
b
a

I
V

•
v
e
l
a
u
u
i
l
r
o
x
F
r
a
n
k
f
g
t

北
方
.

)

耕
地
ニ
四
0
ュ
ル
ナ
I
ル
。
草
地
一 

ニ
ヵ
ラ
.ッ
ダ
。：現
物
賃
子
、替
馬
、
他
の
奉
仕
を
納
め
る
.hu

b
a

 ingenualis. 

CFOrestarius'farina

a.us.}

CQe
c
k
e
b
a
c
h
. .

.(Frankfurt

北
方)

’

•

耕
地
1
八
〇
ュ
ル
.ナ
!
ル
：。
葡
萄 

畑
ニ
六
力
ラ
ッ
ダ
。

：

現
物
賃
子
を
納
め
、
要
求
さ
れ
る
だ
け
の
奉
仕
を
納
め
る 

h
u
b
a
l
l
.

 

‘ ： 

s
t
e
t
i
n
r

 (
H
r
i
b
u
r

東
北
方)

.一

一
デ
ナ
リ
タ
ス
の
オ
ズ
タ
ー
織
地
以
外
フ 

ラ
ン
ク
7
ル
ト
と
同
様
な
奉
仕
が.な
さ
れ
る
。

-
 

.

.:N
i
u
u
e
n
h
e
i
m
,

 (
T
r
l
b
u
r

東
北
苕
奉
仕
と
裸
麦
ニ
モ
デ
ィ
ゥ
ス
納
め 

る
.

h：u
b
a

 i
n
t
e
g
r
f

金
銕
及
ぴ
現
物
賃
子
、
.播
種
作
業
の
代
り
に
一
ゥ
ン
キ 

ァ
納
め
、

一
ュ
ル
ナ
丨
ル
耕
す
げ&

p

&

&ei
p 

W
i
u
u
i
n
e
s
h
e
i
m
.

 

(*rrilDur:

西
北
方)

一
一
ソ
ル
テ
ス

(

m
o
r
t
©
w
=
H

o:
r
i
 

丨

 

g
e
&
u
b
e
)

へ
奉
仕
を
納
め
、
女
の
作
業
の
代
り
に
ニ
ゥ
ン
キ
ァ
納
む
。

:'

■ A
s
k
e
m
u
n
d
e
s
t
e
i
n

 

(*rribur 

西
*
方)

ニ
々
ン

キ
ア
納
め
る^u

b
a

d
f
m
i
d
i
a
,

三
ウ
ン
キ
ア
納
め
るh

u
b
a

 I
n
t
e
g
r
a
.

一
 

ウ
ソ
キ
ア
半
納
め
る 

h
u
b
a

 dimidia. 

一一
 

一Q
ア
ナ
リ
ウ
ス
納
め
る

tr
&
fo.integra.

wueilesheim.. (
M
a
i
n
z

 

東
方)

Tl

ウ
シ
キ
ア
納
め
る.

h
u
b
a

 1.

M
e
r
s
e
i
m
e
i
t
.

 (

T
a.
b
u
r，東
北
方)

料
地
ニ 
0
.ュ
ル
ナ
I
ル
。
<(

日
§

丨 

s
i
?) 

seruiles

.が
上
記
の
賃
子
を
納
む
。

.

一
、
顏
区
貴
子
に
つ
き
ラ
；
.イ
麦
八
〇
モ
.デ
ィ
ウ
ス
半
納.め
ら
る
。

.

.総
計
.

g
a
n
s
i

と.sortes ■

一
一
一 一、

そ
こ
か
ら
賃
子
に
，
豚
：

j

一
一
一.頭
、 

銀
八
リ
リ
フ
ル
一一
ウ
シ
キ
ア
、1
^
七
八
.モ
デ
ィ
ウ
ス
、
同
じ
ぐ
大
麦

(

同
量)

、 

ラ
イ
麦一

一
三
モ
デ
ィ
ウ
スS
難
一1 
ー
0
羽
、
卵 
一
二 

0
0個
納
め
ら
れ
る.9 

.
以
上
の
ご
と
く Nr

.

 3
6
7
3
.

で
ばJ^ansus, 

h
u
b
a

の！

的な社会 

経
済
的
差
別
は
そ
れ
程
明
瞭
で
な
ぐ、' 貢
納
や
奉
仕
を
通
じ
て
の
負
担
は
ほ
.ぼ 

等
し
い
。
た
だ
当
面
明
瞭
に
言
い
得
る
こ
と
は

p
a
l
a
t
i
u
m

 r
e
g
l
s

や 

regi

ej.

が
存
在
した
.ハ

従

っ

て

.
s
a
l
l
a
n
d

の
存

在

が

推
定
さ

れ

る

〉

フ

ラ

ン 

ク
フ
ル
ト
で
.の
みm

i
u

s

が

明

汞

さ

れ

て
レ
.る
こと
で

あ

各

。

そ
れ
^
外 

は
む
わ
ろi

l
&
a

に

つ

い

て

の

やdimidia, i
n
g
e
n
u
a
l
e
s

や 

s
e
r
u
i
l
e
s

の
条
件
に
お
け
る
区
別
の
方
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

.

..X

ル
セ
ン
ウ
，
エ
ル
.
ト
の
ヴ
-
ィ
ラ
で
は
^

©

w

y
 

d
o
m
i
n
i
e
a

と
明
示
さ
れ
て 

い
.る
が
，
夫
々
.
の
.
ヴ
ィ
ラ
で
も
耕
地
&

地

、
.
.
葡

萄

畑

へ
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。
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e
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ら
れ
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